
〔研究期間〕
令和５年度～令和７年度（３年間）

〔研究グループ〕
農研機構野菜花き研究部門、兵庫県立農林
水産研究総合センター、島根県農業技術セン
ター、熊本県農業研究センター、神戸大学、
（株）神戸デジタル・ラボ、イーサポートリンク（株）

２ 研究の主要な成果（開発した技術）

１ 研究の目的・終了時の達成目標

３ 成果の実用化に向けた今後の展開方向

〔研究総括者〕
農研機構野菜花き研究部門
菅原 幸治

• 令和８年までに生育モデルのパラメータ調整アプリを職務作成プログラム（農研機構）に登録し、

共同研究機関である３県以外の県公設試にも提供する。各県でのアプリ利用により、生育予測

APIの地域・品種のパラメータセット作成、拡充を推進する。

• 令和８年までに精密出荷予測システム及びキャベツ生育予測アプリを実用化し、全国の産地にお

ける普及を推進する。また、他品目での対応も進める。

• 農研機構、栽培試験を行う公設試、システムを運用する民間企業及びシステムを利用するJA・

生産者による全国的な連携体制を構築する。各機関の協力により、生育予測APIと出荷予測シ

ステムの利用を加速化する。

• ブロッコリーの秋冬作晩生品種など一部の品種で収穫日予測誤差がやや大きくなった。全国各

地の栽培試験データをさらに収集し、生育モデルやパラメータセットの改良・検証を行う。

兵庫県、島根県、熊本県におけるブロッコリー、キャベツ、レタスの主要な品種に対応した生育予

測APIを利用した出荷予測システムを開発、実用化する。生育予測精度を向上させ、目標の収穫部

重に達する日を収穫日として収穫の２週間前までに予測した日と実際の収穫日との誤差が３日以

内、収穫量の予測誤差を20％以内にする。また、出荷予測システムの予測結果を利用した適期収

穫と出荷調整の実施による圃場廃棄削減により、可販収量を10%以上、収益を20％以上向上させる。

ブロッコリー、キャベツ、レタスにおけるNARO生育・収量予測ツールを活用した
出荷予測システムの改良・実証

戦略的スマート農業技術の開発・改良【課題番号SA1-419H2】

１） パラメータ調整アプリの開発

生育モデルのパラメータ調整アプリを開発し、パラメータセットを合計16品種拡充した。

２） 生育予測API対応の出荷予測システムの開発

WAGRI生育予測APIに対応した精密出荷予測システムを、複数の地域・品種に適用可能とした。

３） スマートフォン対応の生育予測アプリの開発

スマートフォンの撮影画像を利用して収穫日を予測できるキャベツ生育予測アプリを開発した。

４） パラメータ調整による収穫予測精度向上

品種のパラメータ調整によって収穫重量の予測精度が向上し、予測誤差20％以内を達成した。

５） 適期収穫による収量・収益向上

収穫日予測に基づく適期収穫により、収量・収益の向上効果を確認した。



問い合わせ先：農研機構野菜花き研究部門 菅原幸治 TEL 029-838-7035

研究の主要な成果（図解）

生育モデルのパラメータ調整アプリの概要

■ パラメータセットを合計16品種拡充した。

（キャベツ12品種、ブロッコリー4品種追加）

精密出荷予測システムにおける圃場別収穫

予測機能の画面例

■ 生育予測API対応により、複数の地域・品種

への適用が可能となった。

兵庫県南あわじ市の淡路農業技術センターにおけるキャベツ栽培試験の結果の例

■ 予測収穫日での収穫により、平年の収穫日と比較して、可販収量と粗収益が約２倍となった。

キャベツ生育予測アプリの画面例

■スマートフォン撮影画像を用いた投影

葉面積計測による予測結果補正機能

を追加した。

島根県農業技術センター（出雲市）のキャベツ栽培

試験データを用いたパラメータ調整による結果の例

■ 品種のパラメータ調整によって収穫重量の予測

精度が向上し、予測誤差20％以内を達成した。

スマートフォンで、
キャベツ株を撮影
し画像を送信する

投影葉面積を計測し、
補正された収穫日予
測結果が表示される

（キャベツ、ブロッコリー、レタス産地十数ヶ所）


